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　JR東海道本線安城駅南口から徒歩5分　

　あんくるバス
　循環線0番系統（左まわり）、
　西部線6番系統、作野線7番系統「アンフォーレ」下車すぐ　

　名鉄バス
　「アンフォーレ」下車すぐ　

　駐車場273台（有料）　
　※アンフォーレ本館利用で最初の2時間まで無料

〒446-0032  愛知県安城市御幸本町504番地1アンフォーレへのアクセス
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山下智也氏 （刈谷市歴史博物館学芸員）

佐藤貴浩氏 （足立区地域文化課文化財係学芸員） 
谷口央氏 （東京都立大学教授）

山田邦明氏 （愛知大学教授）

コーディネーター

パネリスト

≪定　員≫ ���人（先着）

≪参加費≫ ���円

≪出演者≫

当日受付当日受付
『三河物語 下』
（国立公文書館蔵）



特別展 「国絵図の世界 ～描かれた江戸時代の三河～」
会期：令和6年 9月28日（土）～11月10日（日）

［時　間］ 9時～17時 （入館は16時30分まで）
［会　場］ 安城市歴史博物館
［観覧料］ 500円 （中学生以下無料）
［休館日］ 月曜日 ※10月14日、11月4日は開館
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第14回松平シンポジウムの会場は、安城市中心市街地拠点施設 アンフォーレ  ホールとなります。表面の地図をご確認ください。！ 第14回松平シンポジウムの会場は、安城市中心市街地拠点施設 アンフォーレ  ホールとなります。表面の地図をご確認ください。！
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